
英語の比較節に関する指導上の課題

山岡大基

英文法における比較は，規則体系そのものが複雑であり，その表す意味も表面的な和訳では必ずしも

とらえきれない。また，いわゆる定型表現も多い。そのようなことから，比較は学習者にとっては習熟

が最も難しい文法項目の 1つである。特に比較節 (as節・ than節)の構造に関しては，規則が複線的

であり，学習上の混乱が生じやすいため，授業等の指導場面において注意深く扱う必要がある。 しかし

ながら，その指導を補助すべき市販の教材における比較節の扱いには不正確なものが多く，学習者の理

解が偏ったものになる危険性が高い。本稿では，まず，英語の比較について，学習上の困難となりやす

い言語事実を整理する。次に，市販の教材における比較節の扱いを分析し，そこに見られる問題を明ら

かにする。最後に，以上の議論を踏まえ，英語の比較節を指導するうえでの留意点をまとめる。

1 .比較構造の成り立ち

1. 1. 程度要素の仮定

than節やas節といった「比較節(comparativeclause) 

を持つ文構造の派生については，学習者向けには次のよ

うに説明されることがある。

(1) Ron is as tall as Kent. 

(1)の文はRonis tall.という文と Kentis tall.と

いう文を as'"'-' asでつないでできたものです。as

'"'-' asの枠組みに tallを入れて， Kent is tallのtall

は省略します。as'"'-' asの後者の asは接続詞なの

で，節が来ます。

この場合， Kent is tallとしづ文から tallを除い

たKentisをasに続けて Ronis as tall as Kent is. 

となりますが， 1Sを省略しても意味は通るのでRon

is as tall as Kent.で、も構いません。

(高沢・豊島・町田 2002:363)

この派生過程は次のように図式化することができる。

(1a) Ron is tall. Kent is tall. 

↓ (2文を as'"'-' asで、つなぐ)

(lb) Ron is as tall as Kent is tall. 

↓ (2番目の tallは重複しているので省略)

(lc) Ron is as tall as Kent is鵠且.

↓ (2番目の lSも重複しているので省略可能)

(ld) Ron is as tall as Kent (is). 

この考え方は，比較の構造的な成り立ちを中学生・高

校生が学ぶ文法の範囲内で説明することができるという

点において利便性の高いものであるが，比較文の意味を

とらえるうえでは難点もある。

それは，派生の初期段階で，

(1a) Ron is tall. Kent is tall 

という 2文を想定していることである。独立した文とし

ては，これら 2文における tallは程度が高いことを含意

する(Iロンは背が高しリ 「ケントは背が高しリ) 0 

しかし，派生の結果得られる

(ld) Ron is as tall as Kent (is). 

にはその含意はない。比較文における形容詞・副詞はあ

くまで比較のための尺度として機能しているからであ

る。 (意味的に tallと対をなす shortはこの点で異なり，

Ron is as short as Kent (is).と言えば， RonもKentも

背が低いことが含意される。しかし， Ron is shorter than 

Kent (is).で、は，その含意はない。このような形容詞・副

詞の性質も，比較への習熟を困難にする一因である。)

この，比較における形容詞・副詞の尺度としての機能

は，比較としづ文法の本質に関わるものであるが，上述

のような考え方では， (a)から(d)へと至る派生過程のどこ

で，その尺度としての機能が現れるのかがとらえられな

このような問題点を解消するような派生過程として

は，たとえば中村 (2009)が示すような考え方が有力で

ある。中村・は，

(2) The egg is as big as the ball. 
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とし 1う文について，次のような派生過程を示している。

(下の図式は筆者による。)

(2a) The egg is as big. The ball is as big. 

↓ (asを文の先頭に移動して as'""-' asを形成)

(2b) The egg is as big as the ball is big. 

↓ (2番目の bigは重複しているので削除)

(2c) The egg is as big as the ball is民雪・

↓ (2番目のおも重複しているので削除可能)

(2d) The egg is as big as the ball (is). 

この派生過程の特徴は，初期段階で

as '""-' asの場合は接続詞である 2番目の asが基底と

なる文に最初から内在しているのに対し，この場合は

thanは派生過程で加えられると考える点が異なる。 しか

し相違はその 1点だけで， 音形を持たない要素xが-er

とし1う接辞として具現化され比較構造を形成する過程

は， as '""-' as構造の派生と平行的である。

このように， 音形を持たない要素 xを仮定する考え方

は，中学・高校段階での英文法としては抽象的で学習者

にとって難しいものであるかもしれないが，英語の比較

構造について正確に理解するためには必要な考え方であ

ろう。

1. 2. 比較節の構造
(2a) The egg is皇室 big. The ball is鐙 big. 前項のような派生過程が正しいとすると，比較節はも

ともと文(節)で、あったということになる。その点をと

という 2文を想定している点である。 らえ，比較節の構造について次のような解説がなされる

この考え方は，より正確には，形容詞・副詞の程度を ことがある。

表す，音形を持たない要素xの存在を仮定したうえに成

り立つものである。すなわち，

(2a') The egg is [ x big ]. The ball is [ x big ]. 

という 2文における 2つの xが同程度であることが as

とし、う語葉項目に具現化されていると考えるのである。

この考え方においては， bigとしづ形容詞は最初から

尺度として機能しているため，上述の問題は生じない。

さらに，この考え方に従えば，比較級を用いた比較に

ついても， as '""-' asによる同等比較の場合と平行的な派

生過程を想定することができる。たとえば，

(3) The egg is bigger than the bal1. 

とし 1う文は，次の過程で派生されると考えられる。

(3a) The egg is [x big]. The ball is [x big]. 

↓ (1番目の xを， 2番目の xよりも程度が高い

ことを表す[-er]に置き換える)

(3b) The egg is [-er big]. The ball is [x big.J 

↓ (2文を接続詞 thanで、つなげる)

(3c) The egg is [-er big] than the ball is [x bigl 

↓ ([-er big]をbiggerに変換)

(3d) The egg is bigger than the ball is [x big]. 

↓ (2番目の bigは重複しているので削除)

(3e) The egg is bigger than the ball is長品討.

↓ (2番目のおも重複しているので削除可能)

(3f) The egg is bigger than the ball (is). 

He runs as fast as 1. 

She is more beautiful than 1. 

を， as me， than meと間違えたそこのアナタ!

この 2つの文の最後の部分である“as1" 

"than 1"は，

He runs as fast as 1 run fast. 

(彼は，私が速く走るのと同じくらい，速く走る)

She is more beautiful than 1 am beautifu1. 

(彼女は，私が美しいことに比べて，もっと美し

と， asとthanの後ろに文が続くのが省略された

形なんです。

つまり， as 1， than 1のIは，それぞれ省略さ

れた文の主語が残ったもの。しばしば， as 1 (than 

Dなのか， as me (than me)なのか迷う人がし 1ま

すが iasとthanの後ろは主語!Jと考えまし

ょフ士。

*くだけた表現では，as me， than meも使わ

れますが， as 1， than heが文法的には正しい表

現です。

(浅羽 2008:196-197)

これは比較節の構造に関する説明として不正確であ

る。実際は， as me， than meは普通の表現であり ，as 

1， than 1も使われるが，形式ばった表現である。その代

わり，このように asや thanの後に人称代名詞の主格を

用いる場合は， as I.d立やthanI呈旦のように助動詞相当
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要素を添えるのが普通である。

このことについて，文献をいくつか引し 1ておく 。まず，

八木 (1987:94・95)は次のような用例を示し，

(4) John is taller than me. 

(5) John is taller than 1. 

(4)のような文は意味上は動詞の主語に相当する要

素が目的格になっているという理由で規範文法家から非

難されるが，これは当たらない。」と述べている。その

根拠として，もし(4)が非文で(5)が適格文であるならば，

(6) She 1eft after he 1eft. 

の意味を表す英文として想定される次の 2文

(7)士She1eft after he. 

(8) She 1eft after him. 

において， (7)が適格文で(8)が非文であるはずだが，実際

はその逆であることを指摘している。

また， Quirk. et al.(1985)は7次のように述べ， than 

Iはthan1 amからの省略ではなく むしろ thanme 

からの過剰訂正 (hypercorrection)ではなし、かという

見解を示している。

The gradience between prepositions and 

conjunctions a1so appears in comparative 

constructions， such as: 

1 am [la] 

He's bigger than 1. [lb] 

me. [lc] 

With the definition of preposition given in 9.2， 

than is a conjunction in [la] and [lbJ， and a 

preposition in [lc]. However， the choice between 

[lb] and [lc] is a well-known prescriptive issue in 

traditiona1 grammar， and it may be argued that 

than is both a conjunction in [la] and a 

preposition in [lcJ， and that than 1 in [lb] is not 

a reduction of [la] than 1 am but a hypercorrect 

variant of [lc] than mθ. 

(661) 

このような状況を総合した見解として，ワトキンス他

(1997)は次のように述べている。

個人的には， younger than 1は前世紀の間違った

規範的な態度から生まれた非合理的な形だろうと

思うが，今でもけっこう使われるので，まずい言い

方ではあるが，全くの間違いであるとするのは厳し

すぎるかもしれない。

(102) 

1. 3. 節型比較と句型比較
前項までで，比較構造の派生過程と，そこから導かれ

る比較節の構造について言語事実を整理したが，ここで

1つの問題が生じる。それは，比較節を導く asとthan

の品詞である。

1.2で見たように， asmeや thanmeとしづ構造が許

される以上， asや thanは前置詞と解釈するのが妥当で

ある。しかし，そうすると， 1.1で示した， 2つの文(節)

からの派生という考え方では前項(1)や(5)のような比較

節の構造を説明できない。

じっさい，次のような用例は 2つの文(節)からの

派生という解釈にはそぐわない。

(9) John is as tall as six feet. 

(10) John is taller t'han sixfeet. 

このように， asや thanの後に数量表現が続く場合は，

派生の元となる文(節)が想定しがたい。八木(前掲)

は，このような種類の比較構造を 「句型比較構造」と呼

び 2文(節)から派生される 「節型比較構造」と区別

している。句型比較構造の他の例としては，次のような

ものが挙げられる。

(11) He ran faster t'han the world record. 

the world recordは数量表現そのものではないが，数

量表現に相当し，比較の基準を示す。

(12) More women thanever are working outside the 

home. 

everやbeforeなど漠然とした時を表す表現が than

の後ろに現れる形は，定型的な表現となっている。

(13) More men thanwome!! applied for the job. 
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これについては，

[x many] men applied for the job. 

[x many] women applied for the job. 

という 2文(節)が想定できるかもしれないが，その場
メ入
口 ，

More men applied for the job than women. 

という語順にはなっても ここから語順を変更して(13)

のようにすることはできない。これは，比較構造の派生

過程での削除操作が あらゆる移動操作の後に行われる

ためである。したがって，(13)では， 最初から than

womenが1つの構成素と して作られていると考えるの

が妥当である。

(14) A taller man than Bill (*is) came into the room. 

(13)における考え方を支持する例である。すなわち，

Billは(9)のsixfeetや(11)のtheworld recordと同様に

比較の基準を示しているが，仮に

Bill is [x tanJ. 

を想定して thanBill isとした場合，非文になる。この

ことは， than Billが削除の結果残されたのではなく ，最

初からこの形で作られたものであることを示している。

また，そもそも

A [x tall] man came into the room. 

[x tanJ Bill came into the room. 

という 2文(節)を想定すると(14)とは意味が異なっ

てしまう O

(15) He loves the dog more thanher. 

このような例は， しばしば二義的である点が指摘され

る。すなわち， (15)は次の 2通りに解釈できる。 (不等

号は程度の高低を示す。)

(15a) He loves the dog. > He loves her. 

(15b) He loves the dog. > She loves the dog. 

(15a)の解釈は， (15)を，次のような 2文(節)を想定し

た節型比較構造と見ることで導かれる。

He loves the dog [x much]. 

He loves her [x much]. 

いっぽう，節型比較構造を想定する限り， (15b)の解釈を

導くことは難しい。つまり ，

He loves the dog [x much]. 

She loves the dog [x much]. 

から，

(16) He loves the dog more than she (does). 

を派生することはできるが， than she doesがthanher 

と変化することが説明できない。やはり，ここでも， than

her は最初からこの形で構成素をなしていると考えるの

が妥当である。

さらに複雑なことに，節型比較構造の中でも，本稿で

ここまで示してきたような派生過程を経ないと思われる

例が存在することを八木 (2007) が指摘している。

(17) The sculpture is heavier than 1 can lift. 

のような例で，よく使われる構造であるが，派生の元に

なる 2文(節)が想定し難い。かといって， thanの後は

節を成しているので，句型比較構造でもない。

本稿の趣旨ではないので，これ以上の詳細な分類は避

けるが，いずれにせよ英語の比較構造は均質ではなく，

性質の異なる複数の構造が存在することは明らかであ

る。指導の場面においてもこれらの多様性を適切に扱う

必要があるが，そのことに関わる問題を次節で検討する。

2. 英文法教材における比較節の扱い

2. 1. 複雑さが顕在化する比較節
前節で整理したように 英語の比較構造の性質は多様

であり，指導場面においてもその多様性に配慮する必要

がある。

特に配慮が必要と思われるのは， (15)や(16)のような

構造である。すなわち，次の条件を満たす比較節である。

a) asやthanの後に人称代名詞が用いられている

b)その人称代名詞が主格の解釈を受ける

c)その人称代名詞が主格を示す語形を持つ
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種類の比較節がどのように扱われているかを知るため

に，以下のような分析を行った。

まず，比較が導入されるのが中学校であるため，中学

生を対象とする市販の英文法参考書および問題集 30種

類のうち，比較構造に焦点を当てた章を分析の対象とし

た。それらに挙げられている用例および練習問題の中で，

前項の条件に該当する英文を抽出し，それらの比較節の

構造を次の型に分類し，集計した。(1)

① as+主格 :e.g.) as 1 

② as+主格+助動詞 :e.g.) as 1 do， as 1 am 

③ as+主格+have : e.g.) as 1 have 

④ as+目的格:e.g.) as me 

⑤ than+主格 :e.g.) than 1 

⑥ than+主格+助動詞:e.g.) than 1 do， than 1 am 

⑦ than+主格十have: e.g.) than 1 have 

③ than+目的格:e.g.) than me 

この構造について配慮が必要である理由は次の通りであ

る。すなわち，節型比較構造を想定すれば，主格を標示

する人称代名詞を単独で用いるのが自然であるにも関わ

らず， 言語使用の実態としては主格人称代名詞の後に助

動詞相当要素を置くか，あるいは目的格を単独で使用す

る方が自然である。そのため，節型比較構造を規則とし

て習得しつつある学習者にとっては目的格の使用が規則

から外れるものに感じられる一方，句型比較構造を規則

として習得しつつある学習者にとっては，人称代名詞の

主格の後に助動詞要素を置くことに抵抗が感じられる。

このように，この種の比較節は単線的な規則適用を許さ

ないため，学習者にとっては容易でない。

(教材ごとの詳細集計の結果は表に示すとおりである。

は本稿末の資料に示す。)

2. 2. 英文法教材における実態

学習者である生徒は，授業においては言語活動を通じ

てさまざまな構造の使用に習熟することが期待されてい

る。しかし，それと並行して，参考書や問題集などの英

文法教材を利用して学習を進めることも多く，それらの

教材が生徒の学習に及ぼす影響も小さくない。

そこで，それらの英文法教材において，前項に挙げた

表.中学生向け英文法教材における比較節の扱い

占有率(%)

27 

66 

4 

。
。

。

2 

用例・練習問題の数(文)

129 

53 

。
。

7 

。

3 

比較節の型

as +主格

as +主格+助動詞

as +主格+have 

as +目的格

than +主格

than +主格+助動詞

than +主格+have 

than +目的格

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

 
2 

口語において目的格が用いられやすいこと :3種類

目的格の使用によって二義性が生じること :2種類

助動詞相当要素を残すこと:1種類

これら以外の教材については，この種の比較節の複雑

性には言及せず，用例や練習問題だけが提示されてい

た。

3. 指導上の留意点
前節において明らかにした教材の実態を踏まえる

-257 -

分析対象とした教材の中には この種の比較節の複

雑性を考慮、して避けたためか，用例 ・練習問題がまっ

たくないものが 3種類あった。 (それらの教材におい

ては，比較節の主語には，固有名詞 ・普通名詞や， you 

やitなど主格専用の形を持たない人称代名詞が用いら

れている。)

それ以外の，用例 ・練習問題が掲載されている教材

においては，明らかに①と⑤の型が優先的に用いられ

ていることがわかる。(2)

また，比較節の構造と意味について，以下の事項を

明示的に説明している教材の数は次の通りで、あった。



と，次の問題点を指摘することができる。すなわち，

この種の比較節の性質について明示的な説明がないま

まに，英語の実態を反映しない用例や練習問題に接し

続けることにより，学習者が比較構造について誤った

規則を習得する危険性があるということである。

したがって，比較構造の指導にあたっては，この問

題点を解消するように留意しなければならない。学習

者に提示する用例や言語活動の中で用いる英文を注意

深く精選することが求められる。

このとき，比較節の例としてどの構造を示すかとい

うことも重要な検討事項であるが，その一方で，比較

構造を指導するにあたって，比較節を最初から導入し

なければならないのかということも検討する価値のあ

る問題である。じっさい，中学校学習指導要領では，

平成 10年版においても平成 20年版においても，比較

については「形容詞・副詞の比較変化」としか規定さ

れておらず，比較節については言及がない。また，検

定教科書において扱われるのも，主に句型比較構造か

比較節のない例である。

そもそも，形容詞・副詞の比較変化だけを取り上げ

ても，音節の知識や形容詞・副詞の尺度としての意味

の理解が求められるため，学習者にとっての負荷は低

くはない。したがって，比較表現の指導においては，

比較節の扱いを後回しにするという考え方も必要であ

ろう。比較節を扱う場合も，検定教科書がそうである

ように，句型比較構造を優先的に扱う方が学習者への

負荷は少ないであろう。

いずれにせよ， 2.2で、市販の教材について明らかに

したような問題が生じないように，比較構造の複雑性

を踏まえたうえで，指導を注意深く順序立てる必要が

ある。

(注)

(1)③③において haveを独立して扱うのは， haveが

一般動詞でありつつ助動詞としての性質も持ってお

り，他の型と容易に同一視できないためである。じっ

さい，分析した教材においても，他の一般動詞が用い

られていない環境において haveだけが例外的に用い

られている例が観察された。

(2) as節よりも than節の例が多いのは，不等比較につ

いては-er型と more型で章を分ける教材が多いので，

than節の用例・練習問題の総数が as節よりも多くな

るとし 1う単純な事情による。
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資料.中学生向け英文法教材における比較節の扱い(教材ごとの詳細)

教材

12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
① 32  141 2 39341  211718  

比②

較③ 1
節④
の⑤ 3 3 4 1 3 10 7 1 1 7 4 2 1 1 9 9 11 8 2 1 6 13 3 11 2 6 
構⑥
造⑦
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